
１　読む ９　人間関係づくり 15　体づくり（身体の調整力・運動の理解力）

教科書と副読本等を読み比べ（比べ読み）ができる。 ＴＰＯにあったあいさつができる。
体育の授業の３種類の補強（腕立て・上体起こし・上
体反らし）を正し姿勢・動きで10回以上できる。

２　書く
正しい敬語、丁寧な言葉遣を生徒同士でチェックでき
る。 16　豊かなスポーツライフ（資質・能力の育成）

体験したことの感想を200文字で表現できる。
10　基本的な生活習慣

部活動も含め、週に５日、１時間以上の運動をする。

３　文字
自主的に５分前に行動を起こし、1分前には集合隊形
で着席・点呼ができる。 17　食生活

丁寧で正確な文字を書くことができる。 １年の時から進路について具体的に考える。
自分の食生活を自分で管理し、健康を維持できる。特
に「毎朝、朝食をとる。」ことを怠らない。

４　表現 11　対人関係 18　休養の確保

自分の考えを他者へ正確に伝えることができる。
自分とは異なる立場の人や多様な背景の人と共生する
のに必要な人権意識を身につける。

ある程度規則正しい就寝時間・起床時間、また、質の高い
睡眠を７時間程度確保できている。

５　パソコン 12　集団活動 19　安全の確保・感染症等予防

ワード、エクセル、パワーポイント等を使える。
学校の清掃活動を丁寧に取り組み、生徒同士でチェッ
クできる。（捨てない、拾う、分別する）

ＡＥＤ、心肺蘇生法について対応することができる。

６　資格 13　規範意識
熱中症予防について、生徒同士が声を掛け合い、水分
等の補給や休憩を取ることができる。

１年間で３つ以上の資格取得に挑戦する。 制服をきちんと着こなす。 感染予防について正しい知識を持ち、実践できる。

７　判断 14　社会生活 20　粘り強さ　集中力
スマホに依存しない。
（1時間減　ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ　調べ学習に活用）

校内・外のボランティア活動に参加する。 授業の５０分間、しっかりと活動できる。

８　姿勢
作業の安全や服装を生徒同士でチェックできる。精度
の高い操作を身につける。

家庭学習をする。
（課題　レポート　復習）

令和３年度「尼工生が何をできるようになるか。」

　第3期「ひょうご教育創造プラン」では「『未来への道を切り拓く力』の育成」を重点テーマに設定しています。尼崎工業高校では、「尼工生が
何をできるようになるか。」として昨年度の内容を精査して令和３年度は、以下の項目について重点的に取り組んでいきます。みなさんも意識して
取り組んでくれることを期待します。
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